
 

 

 

 

令和 2 年 7 月 17 日 

 

○ 中部横断自動車道は、本県にとって産業経済の活性化

や観光振興に寄与する重要な高速道路であるとともに、

国土強靱化の面においても、首都圏方面への広域的な迂

回路の一端を担う路線であり、県民の期待も非常に高い

ものであります。 

 

○ 静岡・山梨間のすでに開通している区間の沿線地域に

おいては、来訪者の増加や新たな企業進出が見られるな

ど、整備効果が現れはじめております。 

 

○ この度、本年中に予定されていた「南部 IC～下部温泉早川

IC 間」の開通時期について、来年夏頃になることが見込まれ

ると国から示されたことは、この開通を心待ちにしていた地元を

はじめ、多くの県民の期待の高さを考えると、非常に残念なこ

とであり、誠に遺憾に思います。 

 

○ 想定以上の難工事であることは承知しておりますが、国

におかれましては、より一層、安全に留意した工事施工を

行っていただくとともに、中部横断自動車道が災害に強く、

安全・安心の面においても、信頼性の高い道路として一日も

早く全線開通を迎えられるよう、県といたしましてもお手伝

いできることについて全面的に協力して参ります。 
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